
講演会 参加無料

日本福祉大学セミナー

会　場

日本福祉大学 後援会事務局

TEL： 052-242-3045
E-mail：nfu-sa@ml.n-fukushi.ac.jp

〒460-0012 名古屋市中区千代田5丁目22-35

●公共交通機関をご利用ください。 ●申し込みいただいた個人情報は、本講演会の運営目的以外に使用することはありません。また、
第三者に個人情報を提供することもいたしません。  ●会場参加者多数の場合は先着順とさせていただきます。   ●中止の場合、開催
3日前を目途に「日本福祉大学後援会WEBサイト」内でお知らせいたします。

70周年記念サイト

お問い合わせ

日本福祉大学後援会

お申し込み 「日本福祉大学後援会WEBサイト」より、
お申し込みください。

講 師講 師

主催：日本福祉大学、日本福祉大学後援会　　協力：日本福祉大学富山県地域同窓会　　後援：北日本新聞社

富山県富山市大手町 1番 2号
アクセス　JR「富山駅」から市内電車（環状線）で約 7分

（「国際会議場前」下車）／ JR「富山駅」から
バスで約 5分（「城址公園前」下車 徒歩 3分）
／ JR「富山駅」から徒歩約 15分

富山国際会議場
2階 多目的会議室

2025年

10月13日（月・祝）
13：00～ 14：00

（受付は12：30～）

　涙に暮れてダウン症の告知を受けたけれど、今、私と娘は実に幸せになりました。三十歳を迎え、

娘は一人暮らしを始めました。以来、仕事以外で実家に帰ってくることはありません。炊事も掃除も

こなし、積極的に一人暮らしをしています。自立は障害者を育てる私の最も重大な課題であったので

とても嬉しいことです。幼い頃から自立に向けてはかなり厳しかったと思います。書道も自立へ向け

ての一環でした。苦しかった時を経て今、私達はどの様に幸せになってきたのか、何故ダウン症の娘

が見事に一人暮らしをしているのか、についてお話しいたします。

　講演冒頭に揮
き

毫
ごう

（書のパフォーマンス）を行います。

ダウン症の娘
こ

と共に生きて
～翔子とのこれまでのあゆみ～

100名
i n  T O Y A M A

金澤　泰子
日本福祉大学客員教授
東京芸術大学評議員
書家

金澤　翔子
日本福祉大学客員准教授
文部科学省スペシャルサポート大使
書家


